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出現・奇跡・奉納
──西欧カトリック社会における奉納をめぐる宗教システム──

岩　井　　　洋

はじめに

　本稿の目的は、西欧のカトリック社会（カトリック信者が大多数を占める地域）における

「エクス・ヴォート」（ex-voto）と呼ばれる奉納物に焦点をあて、聖母マリアの出現と奇跡、

奇跡に対する感謝の奉納、そして巡礼地の形成といった一連の流れを支えるメカニズムにつ

いて考察することである。

　従来の研究では、聖母マリアの出現と奇跡、奉納習俗、巡礼などのテーマが、ある程度関

連づけられながらも、個別の研究テーマとしてあつかわれてきた傾向があり、全体を総合

化・図式化する研究はあまり展開してこなかったといえる。とりわけエクス・ヴォートにつ

いては、民俗学や歴史学をのぞき、宗教学あるいは宗教社会学の資料としてあつかわれるこ

とが少なかった。

　そこで本稿では、聖母マリアの出現と奇跡、奉納習俗、巡礼といった一連のプロセスを支

えるメカニズムを考察し、総合化・図式化することをめざしたい。具体的な考察の手順とし

ては、第一に、聖母崇拝、聖母の出現と奇跡について考察する。第二に、西欧のカトリック

社会におけるエクス・ヴォートについて、その歴史的展開と奉納習俗について考察する。そ

の際、比較研究のために、日本における絵馬の奉納習俗についても言及する。第三に、聖母

マリアの巡礼地であるドイツ・アルトエッティング（Altötting）の事例を紹介し、最後に、

聖母マリアの出現と奇跡、奉納習俗、巡礼のプロセス全体を総合的にとらえる視点を提示

する1。

１．聖母の出現と奇跡

　議論を進めるにあたり、まずカトリックにおける聖母マリア２の位置づけについて簡単に

確認しておく。

　聖母マリアは、イエス・キリストの母としてあがめられる存在であり、「原罪」（人間が生

まれながらに負う罪）を最初から免れて生まれてきた「無原罪」の存在とされている。また、

聖母マリアは、地上での生涯の終わりにその霊魂が肉体とともに天国に昇天したとされ、こ

れを「聖母被昇天」という。さらに、その出来事を記念する祝日を 8 月 15 日（聖母被昇天の



（ 2 ）

出現・奇跡・奉納

- 169 -

祝日）としている。カトリックの教義では、「崇拝」（adoratio）の対象は神のみであり、聖

母や聖人はあくまでも「崇敬」（veneratio）の対象であるとされ、神と人間を「仲介」する

のが聖母や聖人であるとされる。したがって、奇跡をもたらすのは神のみであり、聖母や聖

人は奇跡の「仲介者」にすぎない。

　しかし、これらの理屈が一般庶民のあいだで「腑に落ちる」ものとして浸透してきたとは

考えづらく、そのことは後述するエクス・ヴォートの奉納習俗をみれば理解できる。人々は

聖母や聖人を身近な存在としてイメージし、奇跡や（日本的な言い方をすれば）御利益を得

ようとし、聖母や聖人に対して「崇拝」や「信仰」とも呼べる態度を示していたことは、多

くの歴史研究３が明らかにしている。したがって、以下、本稿では分析概念として「聖母崇

拝」「聖人崇拝」という用語を使用する。また、（カトリックにかぎったことではないが）公

式の教義を人々が解釈しなおし、教義から「ずれ」が発生していく過程で、「民俗宗教」（folk 

religion）や「民衆宗教」（popular religion）と呼ばれる宗教現象が生みだされていく４。

1.1　聖母の出現

　このような文脈のなかで、人々が聖母マリアを身近に感じ、救いを得たいという欲求が

「聖母の出現」（Marian apparition）５という語りとなってあらわれる。聖母の出現とは、聖母

マリアが人々の前に現れたとされる出来事をさす。そして、多くの場合、聖母マリアから何

らかのメッセージが伝えられ、やがて病気の治癒をはじめとする様々な奇跡がおこったと報

告されている。古くは 1 世紀前半にスペインのサラゴサでヤコブの前に現れたと伝えられる

「ピラールの聖母」（Nuestra Señora del Pilar）にはじまり、現在にいたるまで、おびただし

い数の事例が世界中で報告されている６。

　しかし、ヴァチカン（ローマ教皇庁）が承認した聖母の出現は、1531 年のグアダルーペ

（メキシコ）から 1981 年のキベホ（ルワンダ）にいたるまで、わずか 16 件にすぎない。聖

母出現の歴史を考える際に興味深いのは、19 世紀から 20 世紀にかけて、「マリアの世紀」や

「マリアの時代」と呼ばれるほどに、世界各地で聖母の出現が報告されたことである。フラ

ンスに限ってみただけでも、1830 年のバック街（Rue du Bac）、1846 年のラ・サレット（La 

Salette）、1858 年のルルド（Lourdes）、1871 年のポンマン（Pontmain）などがあげられる。

これ以外にも、1917 年のポルトガル・ファティマ（Fátima）、1932 年のベルギー・ボーラン

（Beauraing）、1932 年のベルギー・バンヌー（Banneux）などを含め、1830 年から 1933 年ま

でのおよそ 100 年間に 11 件の聖母の出現が報告され、いずれもヴァチカンに承認された 16

件に含まれる。

　これらの事例にある程度共通する特徴は、聖母マリアが子どもたちの前に出現するという

ことである。たとえば、ラ・サレットでは二人の牛飼いの子ども、ルルドでは 14 歳の娘、

ポンマンでは数人の子どもたち、ファティマでは三人の羊飼いの子ども、などが聖母の出現
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を体験している。さらに興味深いのは、ルルドでは「何か白いもの」、ポンマンでは「蒼い

服の女性」などと子どもたちが最初に見たものを表現したように、のちに「聖母の出現」と

して語られるものは、当初「聖母」として明確に認識されていなかったことである。関７は、

ラ・サレット、ルルド、ポンマンなどの事例を取り上げ、聖母の出現に立ち会った神秘体験

者とそれを取り巻く群衆や教会を「見者」と「群れ」の関係としてとらえている。そのうえ

で、両者の相互作用を通して、当初は「聖母」として認識されていなかったものが、いかに

して「聖母」として語られはじめ、人々のあいだで「聖母の出現」という「事実」８として定

着したのかを丹念に分析している。

1.2　近代と聖母出現

　また関は、「ポルタ―ガイスト」（Poltergeist）現象と呼ばれる心霊現象を契機とする近

代スピリチュアリズムの発生・興隆と、ほぼ同じ時期におこった一連の聖母出現と奇跡の「同

時代性」に着目し、両者から読み取れる共通項は「いわゆる教会聖職者や宗教的職能者によ

る限定された媒介をはなれた、大衆的状況での他界との交信のこころみ」９であるという。

このことは、教会などの制度的枠組にとらわれない民衆的宗教性が、近代スピリチュアリズ

ムあるいは聖母出現と奇跡という現象を通じてあらわれてきた、と読みかえてもよい。もち

ろん、聖母出現と奇跡という現象は、民衆的宗教性に支えられながらも、教会の規制から

まったく自由であったわけではない。

　19 世紀における聖母出現と奇跡の広がりについて考える際、関が指摘するように、飛躍

的な発展をみせた社会技術史上の諸発明にも目配りする必要がある。具体的には、鉄道の発

達と聖地巡礼、写真、印刷、彫塑などの複製技術である10。たとえば、ルルドで聖母出現を

体験したベルナデット・スビルー（Bernadette Soubirous, 1844-79）11の写真12 が残されてい

るだけではなく、聖母出現の場面を再現した絵葉書なども作成され、それらが流布すること

は、ルルドへの信仰が広がることに寄与したといえる13。また、1830 年にバック街の「奇跡

のメダイユ教会」（Chapelle Notre-Dame de la Médaille Miraculeuse）で聖母出現を体験し

た修道女カトリーヌ・ラブレ（Catherine Labouré, 1807-76）（のちに聖人）は、聖母マリア

に聖母像のメダルを鋳造するように告げられた。メダルが鋳造頒布されると、当時パリに流

行しはじめていたコレラから身を守るものとして人々に受け入れられ、その後、メダルが量

産され、流布しはじめると、メダルにより様々な奇跡がおこったとの報告が多く寄せられる

ようになった14。

　このような複製技術と信仰の広がりとの関係は、後述のエクス・ヴォートや巡礼地の形成

について考察する際にも重要となる。また、このことは「複製と増殖」15という観点から宗教

現象をとらえる可能性を示唆している。
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1.3　黒い聖母

　 さ て、 聖 母 崇 拝 に つ い て 語 る と き に 忘 れ る こ と が で き な い の は、「 黒 い 聖 母 」16

の存在である。現在、聖母マリアの肌の色をあらためて意識するカトリック信者は多くない

と考えられるが、古来、肌の色が黒い聖母マリアは奇跡を多く生むものとして信仰をあつ

め、黒い聖母子像やその伝承は、西欧に広く分布している17。ちなみに、のちにふれるドイ

ツ・アルトエッティングの聖母子像も黒い肌をしている。

　ベッグは、世界の黒い聖母像が安置されている場所、あるいは黒い聖母の伝承がある場所等

を調査し、約 500 件にのぼる事例を紹介している。そのうちの 302 件はフランスのものであ

り、次いで多いのはスペインの 55 件である。また、西欧のものについては、フランスのミ

シュラン（Michelin）社の地図上に所在地をマッピングしている18。これらをみると、黒い

聖母に対する信仰の広範な広がりがよく理解できる。また、各項目には、当地の黒い聖母子

像が、他のどの教会の聖母子像を模したものかについても記述されており、前述の「複製と

増殖」という観点から聖母崇拝を考える重要なヒントとなる。

　なぜ「黒い」聖母が崇拝されてきたのかについては諸説あるが、山形19がまとめているよ

うに、おおむね三つの説が考えられる。

　ひとつは、マグダラのマリアに、黒い肌として表現されることの多い古代オリエントの地

母神や、「黒」を象徴する魔女のイメージが押しつけられて、黒い聖母のイメージができあ

がったとの説である。マグダラのマリアは、イエス・キリストの処刑に立ち会い、その復活

の目撃者となった女性である。しかし、聖書のなかでは、彼女は娼婦や「罪ある女」として

描かれており、男性優位の教会の基盤を揺るがしかねない危険な存在と考えられたため、負

の「黒い」イメージを教会から押しつけられたという。

　二つ目の説は、黒い聖母のルーツを古代オリエントの女神イシスをはじめする大地母神に求

めるものである。黒は西欧キリスト教では不吉・不浄を意味するが、古代オリエントにおい

て、黒い肌をもつ女神は、豊穣や多産の母神として信仰をあつめた。小アジアの地母神キュ

ベレ、シリアの大地母神アルテミスやアシュタロテなども黒い肌の女神である。柳20は、疫

病、戦争、貧困といった社会的混乱が、人々を神秘主義的なものに駆りたて、その結果が黒

い聖母の崇拝であるという。

　三つ目の説は、古代ケルトの地母神に黒い聖母のルーツを求める説である。田中21は、父

権的キリスト教の男性優位の原理と古代ケルトの母性原理を対比させ、前者が後者を排除し

てきたという。そして、キリスト教の歴史のなかで、古代ケルトの黒い地母神は異端の神と

して排除されてきたが、様々な社会的混乱のなかで母性原理にもとづく地母神が人々をひき

つけ、キリスト教と地母神が習合することで黒い聖母ができあがったという。

　いずれの説をとるにせよ、キリスト教以前から脈々と流れる母性原理にもとづく地母神信

仰が、キリスト教と習合し、地母神のイメージが聖母マリアに投影されたと考えられる。こ
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の黒い聖母に対する崇拝は、西欧のおける聖母崇拝の広がりに大きく作用したといえる。

２．エクス・ヴォート：カトリックにおける奉納習俗

　次に、西欧の聖母・聖人崇拝において、聖母・聖人がおこしたと信じられる奇跡に対する、

感謝のしるしとして奉納される「エクス・ヴォート」（ex-voto）22について考察する。

　エクス・ヴォートという言葉は、「誓願成就により」というラテン語 ex voto suscepto の縮

約形に由来する23。信者は、病気や事故をはじめとする、何らかの危機的状況に遭遇した際、

超越的存在に対して祈り、その願いが成就した感謝のしるしとして、様々な奉納物をおさめ

る。この奉納物の総称を「エクス・ヴォート」という。

2.1　エクス・ヴォートの研究史

　本題にはいる前に、エクス・ヴォートの研究史について簡単にふれておく。ここでは、近

年のウェインリブの概説24を参考にする。

　物質文化25としてのエクス・ヴォートの研究は、人類学、民俗学、考古学や美術史の結節

点として研究されてきた。また、宗教的建造物は美術史や建築史の研究対象であることか

ら、それに付随する様々な奉納物も対象となってきた。水野 26 によると、エクス・ヴォート

を美術史学的にとりあげた嚆矢は、アビ・ヴァールブルクの論文「肖像芸術とフィレンツェ

の市民階級」（1902 年）27であるという。

　その後、ドイツでは、1904 年に地理学・民族学者のアンドレーによる先駆的な著書 28 が刊

行されるが、エクス・ヴォートは巡礼地のバッジや土産物のように、護符やお守りと同等に

あつかわれていた。当時、エクス・ヴォートは迷信にもとづく民間信仰としてとらえられて

いた。ルドルフ・クリスとレンツ・クリス＝レッテンベック29 の父子は、のちにミュンヘン

のバイエルン国立博物館（Bayerisches Nationalmuseum）に所蔵されることになる膨大な

数のエクス・ヴォートを収集するとともに、エクス・ヴォート研究をすすめた。しかし、そ

の研究も、アンドレー同様、エクス・ヴォートを呪術的なものとしてとらえていた。

　一方フランスでは、1920 年代から、歴史学における「アナール学派」（L’école des 

Annales）30が、「心性」（mentalité）の歴史を明らかにする資料としてエクス・ヴォートを活

用し、中世の民衆宗教の研究を展開した。

　時代が下がって、フリードバーグ .31 は、著書 The Power of Images において、エク

ス・ヴォートに 1 章を割き、人間と超自然的存在との交流を図像学的に読み解いている。ま

た、比較的最近の研究成果としては、松平と蔵持 32 のものがあげられる。松平らは、南仏マ

ルセイユのノートル = ダム・ド・ラ・ギャルド大聖堂（Basilique Notre-Dame de la Garde）

に奉納されたエクス・ヴォートを詳細に分析し、エクス・ヴォートの造形表現や造形物を通
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して、カトリック圏の民衆文化について考察している。さらには、ウェインリブの編集によ

るエクス・ヴォート研究の論文集 33 がある。この論文集では、古代から現代まで、またヨー

ロッパから（日本を含む）アジアにいたる様々な時代や地域の奉納習俗について論じられ、

エクス・ヴォートをめぐる問題群を概観できる。

2.2　エクス・ヴォートの起源と歴史

　次に、エクス・ヴォートの起源と歴史について概観する。エクス・ヴォートの起源は、身

体の部分をかたどったテラコッタ（terra cotta　褐色がかった橙色の素焼）に求めることが

できる。カッサール 34 によると、マルタ島から新石器時代の粘土や石灰で作られた身体の部

分をかたどった奉納物が出土している。これらは、病気が治癒した感謝のしるしとして、

神々の神殿に奉納されたものと考えられる。また、少し時代が下ると、ペロポネソス半島の

エピダウロスを中心として展開したアスクレピオス（Asklepios ギリシャ神話の医神）崇拝

の中にも、身体の部分をかたどった金属製の奉納物をみることができる35。これらの奉納物

は、身体をかたどった蝋細工や金属の打ち抜きという形態で、現在でもカトリック社会に広

くみられる。

　11 世紀以降、蝋がエクス・ヴォートの材料として使われはじめ、13、14 世紀にはヨーロッ

パ中に普及した36。また 13 世紀末以降、裕福な信者のあいだでは、信者と等身大あるいは同

じ重さの蝋人形が頻繁に奉納されるようになり、14 世紀には、銀製の小像や身体の部位を

かたどったエクス・ヴォートが流行したという。さらに、礼拝堂は一種のギャラリーの役割

を果たし、材質が高価で大型のエクス・ヴォートは、奉納した信者の社会的地位を誇示する

のに役立ったと考えられる37。

　一方、奉納画としてのエクス・ヴォートは、15 世紀半ばにイタリア中部に登場したとさ

れる。当初は富裕層による信仰と感謝のしるしとして奉納されたと考えられるが、16 世紀

以降は、聖母崇拝の広がりとともにイタリア全土へと広がり、17 世紀には、奉納画の習俗

が広い社会階層に拡大するとともに、全西欧に普及したとされる38。奉納画としてのエクス・

ヴォートは、身体の部分をかたどったテラコッタや蝋細工、金属の打ち抜きなどの形態から

派生したものと考えられる。このことは、病気からの回復に対する感謝の表現として、眼や

手足などをそのまま図像化したエクス・ヴォート 39 をみると明らかである。以下、本稿では、

奉納画という形態に限定してエクス・ヴォートという用語を使う。

　エクス・ヴォートには、貴族や富裕層が有名な画家に描かせたものもあるが、多くの場合、

巡礼地の奉納画家や各地を放浪していた無名の画家によって描かれ40、家具師、建具職、額

縁屋、絵具屋などが副業としてエクス・ヴォートを描く場合もあった 41。貴族や富裕層に

よって奉納された大型のものを除けば、エクス・ヴォートの多くは、30 ～ 40 センチ四方程

度の小型の木の板に描かれたものである。
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2.3　エクス・ヴォートにみる図像表現

　では、エクス・ヴォートの図像表現について考察する。クリス＝レッテンベックによれば、

一般にエクス・ヴォートは以下の 4 つの構成要素からなる。⑴ 奇跡を起こす聖人・聖母の

像や聖なる場所などの超自然的な力の表示、⑵ 天界を向き、祈る人物の描写、⑶ 地上の人

物を超自然的な人物あるいはシンボルとのコミュニケーションの発端となった出来事や状

況、⑷ 状況、出来事や希望を記した銘文 42。

　実際には、これらの要素が複数組み合

わされたり、一部が欠落したりしている

場合もあるが、エクス・ヴォートの基本

的な図像構成は三つの部分からなる。す

なわち、天空に後光を浴びて（あるいは

雲の中に）現れる聖母・聖人の姿、奉納

者が直面した危機的状況などを表す絵、

そしてそれに関する文字情報である（文

字情報のない場合もある）。これらを図

式化すると、図１のようになる。

　エクス・ヴォートの図像表現で特徴的なことは、絵画表現の巧拙に差はみられるものの、

奉納者が直面した危機的状況が直截かつ詳細に描写されていることである。このことは、の

ちにふれる日本の絵馬にみられる図像表現とは対照的である。

　エクス・ヴォートにみる祈願内容の多くは個人的なものであり、伝染病や火災、水害と

いった共同体に関わるものには、共同感謝のエクス・ヴォートもみられる。文字情報の中

には、EX VOTO といった文字や、「祈願し、恩恵にあずかりました」という意味の VFGA

あるいは FGVA（votum fecit gratiam acceptit）、同様に PGR あるいは GR（per gratia 

ricervuta）、MGF（milagro que fez）などの決まり文句が含まれていることが多い。

　エクス・ヴォートの画題としては、先行研究43を総合すると、以下のように分類すること

ができるが、その内容は多岐にわたる。

　�（1）病気（身体各部の病気、ペストやジフテリアなどの伝染病など）、（2）出産、（3）子

供の保護、（4）死、（5）家畜の病気、（6）交通事故（馬車、列車、自動車）、（7）水難（洪水、

海難など）、（8）火事、（9）作業中の事故（土木作業、井戸掘り、狩猟など）、（10）戦争

（戦争からの生還、捕虜収容所からの生還、空襲など）（11）祈る人（個々の祈願内容は銘

文の中）、（12）その他（国家試験合格、強盗、両親からの結婚許可など）

さて、エクス・ヴォートの図像から明らかになるのは、奉納者と聖母・聖人との関係性であ

図１　エクスヴォートの基本的な図像構成
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る。奉納されたエクス・ヴォートにみられる超自然的存在は、ほとんどの場合が聖母・聖人

であり、イエス・キリストが表現されていることは少ない。このことは何を意味するのか。

　前述のように、カトリックの教義によれば、奇跡は神のみによってもたらされ、聖母・聖

人は神と人間を「仲介」する存在とされている。したがって、エクス・ヴォートにみられる

感謝の言葉は、理念的には、神と聖母・聖人の「仲介」に向けられたものと理解することが

できる。しかし、実際の宗教実践をみるならば、人々は聖母・聖人を直接の崇拝対象として

きたことは明確である。たとえば、現存するエクス・ヴォートの銘文をみても、「聖母マリ

ア（あるいは聖人の名前）様、助けていただいてありがとうございます」という文言を、多

く目にすることができる。

　エクス・ヴォートの奉納が一般化したと考えられる 17 世紀以降、カトリック教会が提示

する教説を、一般庶民が正確に理解し、それに沿った宗教実践をしてきたとは考えにくい。

聖母・聖人は、人々が苦難や危機に瀕したときにすがるべき救済のチャンネルとして存在し

てきたといえる44。また、火災よけ（聖フロリアヌス）、紛失物探し（パドヴァの聖アントニ

オ）、自動車の事故よけ（聖クリストフォルス）、眼病治療（聖ルチア）といったように、聖

人に応じて祈願に対する加護機能の分担があり、人々にとっての聖人は、遥か彼方の存在と

いうよりは、日常生活のあれこれの問題に応えてくれる身近な存在であったとみたほうがよ

い。

　さて、エクス・ヴォートの現代的な形態として、交通事故の写真 45 や新聞記事をそのまま

額に入れたものや、刺繍で感謝の文字を綴ったもの、大理石板に Danke や Merci といった感

謝の言葉を刻んだ、簡略化されたものもみられる。クザン 46 は、19 世紀に従来のエクス・

ヴォートが大理石板にとってかわられたという。ウィルソン 47 も同様に、1880 年代と 1890 

年代を「エクス・ヴォートの現代的形態」への転換期と位置づけている。

2.4 日本の絵馬とエクス・ヴォートの比較

　ここで、比較研究のために日本の絵馬 48 について簡単にふれておきたい。

　一般に「絵馬」とは、神社仏閣に奉納された板絵を意味するが、その起源は、その字が示

すように、生馬の献上にあったとされる。このことは、神霊が馬に乗って降臨するという伝

承と関連があり、神の乗り物として生馬が献上されたと考えられる。『常陸国風土記』や『続

日本紀』をはじめとする多くの文献にも、神馬の献上についての記事がみられる。さらに、

雨乞儀礼においては黒毛の馬、日乞儀礼においては白毛の馬が献上されていたとされる。こ

れは、雨雲＝黒、太陽＝白という、色による呪術的効果によるものと推測される。生馬の献

上とは別に、土製や木製の馬型を献上する習俗も生まれた。これは、生馬を献上できなかっ

た際の代替物であると考えられる。

　現在の絵馬のような板絵に関しては、難波長柄豊碕宮跡（大阪市中央区）から出土したも
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のが最古とされている（7 世紀半ば）。室町時代までの絵馬については、実物がほとんど現

存しないが、『年中行事絵巻』や『春日権現験記絵巻』では、黒毛の馬と白毛の馬の図が、

二枚一組で奉納されたものが描かれており、生馬献上にみられた雨乞と日乞の習俗が、その

まま板絵の奉納習俗にも継承されていることがわかる。

　室町時代中期になると、絵馬は画題と形状の面で大きく変化し、馬だけではなく様々な

ものが描かれるようになる。また、形状も横長の長方形のものから、上辺に丸みを帯びたも

の、扇面型などの変形の絵馬も登場した。さらに大きさにおいても、漸次大型化する傾向が

みられた。大型化した絵馬はやがて扁額形式になり、桃山時代には、上級武士や商人たちに

よって豪華な絵馬が奉納されるようになった。これらの中には、高名な絵師たちが筆をふ

るったものも多かった。絵馬が大型化し扁額形式になり、絵馬の奉納がさかんになるにつ

れ、絵馬をかけるための絵馬堂が各所に建立されるようになり、絵馬堂は一種の「ギャラ

リー」の機能を果たすようになった。このことは、前述の礼拝堂がエクス・ヴォートのギャ

ラリーの役割を果たしたことと同じである。絵馬堂の登場によって、「算額」と呼ばれる数

学絵馬もかけられるようになった。これは、江戸時代以降に発達した「和算」（日本式の数学）

を背景としたもので、自作の数学問題を絵馬としてかかげ、その問題を解いた者が、さらに

解答を絵馬としてかかげる、というものである。ここには、絵馬堂を通した参拝者同士のコ

ミュニケーションが成立していた。

　近世以降に大型化した絵馬、すなわち「大絵馬」とは別に、中世までの小型で吊懸形式の

絵馬、すなわち「小絵馬」は、庶民のあいだで受け継がれた。小絵馬には、民間信仰の要素

が色濃く反映されている。神仏を明確に区別しなかった庶民の信仰形態は、画題の多様化を

促進したと考えられる。つまり、信仰対象が多様化することにより、その信仰対象に関連す

る画題も多様化することになる。

　エクス・ヴォートと日本の絵馬を比較した場合、大きな違いが二つある。ひとつは奉納形

態の違いであり、前者は感謝の奉納、後者は祈願の奉納にウェイトがおかれている点であ

る。いまひとつは、図像表現の違いである。すなわち、前述のように、エクス・ヴォートは

感謝内容についての直裁かつ詳細な表現をとるのに対して、絵馬は直裁な表現をとらず、む

しろ「判じ絵」や「謎解き」の要素をもっている点である。

　たとえば、「心に錠」という画題（「心」という字に錠前をかけた図）は配偶者の浮気封じ

を祈願したものだが、「ピンと心に錠前おろし、どんな鍵でもあきはせぬ」という歌が江戸

時代の末に流行したことによって普及した。興味深いのは、このモチーフを利用した絵馬が

次々に登場したことである。すなわち、「盃に錠」（＝断酒）、「煙管に錠」（＝禁煙）、「賽に錠」（＝

博打封じ）などである。また、「縁切り」（背中合わせの男女を描いた図）というモチーフにも、

「縁を切る」という意味が多様に解釈され、情婦・情夫との手切れ、病気との絶縁などにも

使われるようになった。さらに、軍服姿の男性と背中合わせに座る女性の図像は、「兵役逃
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れ」の祈願のために奉納された。これは、兵役逃れを公然と祈願できない状況にあって、男

女の「縁切り」というモチーフを利用して、その祈願を秘かに図像に込めたものである。こ

のように、絵馬の図像表現には、語呂合わせのような言葉遊びや比喩、デザインによる遊び

などの要素がみられる。

３．ドイツ・アルトエッティングにみる巡礼地の形成

　ここまで、聖母マリアの出現と奇跡、エクス・ヴォートの奉納習俗について述べてきたが、

最後に、ドイツ・アルトエッティング（Altötting）49 の事例を紹介し、聖母マリアの出現と

奇跡、エクス・ヴォートの奉納習俗、巡礼地の形成という、一連のプロセスについて考察す

る。

3.1　アルトエッティングのエクス・ヴォート

　アルトエッティングはドイツ最大の聖母マリアの巡礼地で、ドイツ南部のバイエルン州ア

ルトエッティング郡にある小都市である。ミュンヘンから東に約 100km に位置し、オースト

リア国境に接している。同市の人口は約 1 万 2,000 人であるが、聖母マリア像を安置した礼

拝堂 （Gnadenkapelle）を擁することから、年間約 100 万人の巡礼者が訪れる。

　同礼拝堂には、1330 年の作とされる、菩提樹の木を彫った黒い聖母子像が安置されてい

る。この聖母による最初の奇跡は、1489 年におこったとされている。それは、川で溺死し

た子どもを母親が礼拝堂に運び、聖母に祈ったことにより子どもが蘇生した、というもので

ある。この出来事以来、大公や皇帝はもとより聖職者や貴族、一般市民にいたるまで、巡礼

者がおしよせたという。

　しかし、16 世紀の宗教改革により、西欧全般に、聖母マリアの聖地への巡礼は一時衰え

をみせた。ルター、カルヴァン、ツヴィングリなどの宗教改革者のあいだでも、聖母マリア

に対する考え方は一様ではなかったが、「崇拝」あるいは「信仰」ともいえる聖母マリアに

対する信者の態度に対して、プロテスタント側は警戒心を示していた。紫垣50によると、ア

ルトエッティングでも巡礼者の喜捨による収入が、1492 年には 13,000 グルデン（金貨の単位）

以上にのぼっていたものが、1560 年には 79 グルデンにまで落ち込んだという51。その後、大

公ヴィルヘルム 5 世による巡礼政策、とりわけアルトエッティングをカトリック改革の拠点

とする政策や、4 年に 1 回の巡礼を会員に義務づけたマリア信心会の創設などは、聖母マリ

アの聖地としてのアルトエッティングの活性化に寄与したと考えられる。また、17 世紀、

マクシミリアン1世の時代には、カトリック帝国諸侯がアルトエッティングに参集するなど、

当地がドイツ全土のカトリックの集合地点となったという52。

　聖母子像を安置した八角形の礼拝堂の回廊の壁面や天井には、現在、数千ものエクス・
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ヴォートが奉納されている。そのなかでも現存する最古のエクス・ヴォートは、1501 年に奉

納されたもので、ドイツ地域でもかなり古い部類に入る。このエクス・ヴォートには、ベッ

ドに横たわる男性とそれを見守る家族、そして男性のすぐ横に聖母子が後光をあびて現れて

いる姿が描写されている。絵の下には、病気の治癒を示す奇跡譚が記されている53。これ以外

にも、回廊には、身体の部分をかたどった蝋型がガラスケースに入れられて展示されている。

　バウアー 54 によると、1967 年にすべてのエクス・ヴォートを整理しなおしたという。当時、

1501 年の最古のもの以外にも、1518 年にパッサウ（バイエルン州の都市）から奉納された

ものが 1 点、17 世紀のものが 49 点、18 世紀のものが 43 点、19 世紀のものが 1427 点、20 世紀

のものが約 400 点など、あわせて約 2,000 点が記録されていた。1700 年には礼拝堂の回廊が

エクス・ヴォートで埋め尽くされ、それでも 1892 年から翌年にかけて、さらに約 3,000 点が

奉納されたという。しかし、そのうちの何千点かが散逸・破損し、なかには奇跡の証として

売却されたものもあったという55。また、フリードバーグ 56 によると、1656 年から 1693 年の

あいだに、12,450 点以上のエクス・ヴォートがアルトエッティングに奉納されたという57。

これらのおびただしいエクス・ヴォートの奉納数は、聖母マリアに対する人々の信仰の篤さ

をあらわすものといえる。

3.2　エクス・ヴォートと奇跡集

　次に、アルトエッティングにおける聖母マリアによる奇跡、エクス・ヴォートの奉納、そ

して巡礼地の形成、という流れがわかる伝承を紹介する。それは、トーマス・ハンスという

学生が、車轢きの刑に耐えて生きのびたという奇跡譚であり、その物語は、17 世紀に奉納

されたエクス・ヴォートに記されている58。

　トーマスは、学業を修めた後、自堕落な人生を歩み、ついには殺人を犯してした上に、司

祭にも短刀で重傷を負わせてしまう。彼は、逃亡中、聖母マリアの力を感じ、魂が救われる

のなら自首することを誓う。自首したトーマスは、獄中でアルトエッティングの聖母が起こ

した奇跡譚を集めた「奇跡集」（Mirakelbuch）を入手し、死刑執行にもかかわらず生きの

びた人間の奇跡譚に出会う。そこで、もし生きながらえたらアルトエッティングへ巡礼し、

土曜日には一生断食を続けると誓う。

アルトエッティングの礼拝堂 礼拝堂の回廊 礼拝堂に奉納されたエクス・ヴォート
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　1663 年 6 月に判決が下り、7 月 27 日、トーマスは車轢きの刑に処せられた。刑を執行する

にあたり、近隣の聖職者が集められ、トーマスのために祈りが続けられたが、その中には、当

のトーマスに重傷を負わされた司祭の顔もあった。彼によると、自分が助かったのは、パド

ヴァの聖アントニオに助けを請うたからであるという。さて、刑が執行され、通常ならば身体

がバラバラになるような責め苦を負うにもかかわらず、奇跡的にトーマスは左下肢の骨折だ

けですんだ。聖職者や当局者は、罪人が死んだものと思い刑場を立ち去ったが、刑の一時間半

後、トーマスはある修道士に助けられた。数ヶ月後、トーマスは恩赦により釈放された。

　この出来事は直ちに人々のあいだで話題になり、聖母の奇跡として伝えられるようになっ

た。やがて、アルトエッティングの教会当局は、この出来事に大きな関心を示し、「奇跡」

を描いた大型のエクス・ヴォートを注文した。トーマスは教会から報酬を受け、アルトエッ

ティングの聖母の奇跡に関わる生き証人として、しばらく当地に暮らしたという。なお、

1664 年、つまり「奇跡」の翌年には、トーマスについての調書や関係者の証言、サインな

どを記載した奇跡集が出版されている。

　奇跡譚と巡礼地の成立について考える際に重要なのは、「奇跡集」とエクス・ヴォートの存

在である。トーマスが獄中で出会った奇跡集は、彼自身の奇跡につながり、さらにそれが奇

跡集として出版されるという連鎖がみられる。奇跡集は、聖母・聖人の奇跡を宣伝するメディ

アとして活用され、各地を巡回していた修道士たちによって、数え切れないほどの奇跡譚が

広められた59。奇跡集は、部位ごとの病気の治癒など、テーマごとに編集されており、どの教

会のどの聖母・聖人が、どのような奇跡を起こしたのかについて詳細に記されていた。それ

は、いわば「御利益のカタログ」か「御利益のガイドブック」といった様相を呈していた60。

　エクス・ヴォートについても、奇跡集と同様に、奇跡の宣伝に役立った。前述のように、

教会当局はトーマスの奇跡を受けて、大型のエクス・ヴォートを注文しているが、これは、

礼拝堂にかけられたエクス・ヴォートが、そのまま教会の宣伝に役立ったからである。アル

トエッティングでも、礼拝堂はいわば「ギャラリー」の機能を果たしていたといえる。

　以上の事柄を図式化すると、〈不思議な出来事→「奇跡」としての認知→奇跡集の出版・

エクス・ヴォートの奉納→巡礼者の増加〉ということになる。ここで重要なのは、この図

式が循環していくことである。奇跡を起こすとされる聖母マリアに関係する教会への巡礼者

は、奇跡集やエクス・ヴォートにより、さらなる奇跡の可能性を信じることになる。そして、

身の回りに起こった不思議な出来事が、聖母マリアによる「奇跡」として認識されるに至る

と、奇跡の連鎖が生まれることになる。
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結論

　本稿では、西欧のカトリック社会におけるエクス・ヴォートの奉納習俗に着目し、聖母マ

リアの出現と奇跡、奇跡に対する感謝の奉納、そして巡礼地の形成、といった一連のプロセ

スを支えるメカニズムを考察し、総合化・図式化することをめざした。

　まず、「聖母の出現」とそれによる奇跡として報告されてきた現象が、聖母マリアが神と

人間とを「仲介」するものとするカトリックの公式見解とは別に、聖母マリアの奇跡を求め、

直接的に「崇拝」しようとする人々の民衆的宗教性に根ざしていることを明らかにした。そ

こには、公式教義に対する人々の解釈から生まれた、公式教義からの「ずれ」がみられた。

また、「聖母の出現」として語られる出来事は、当初は単なる「不思議な出来事」として体

験されていたものが、やがて出来事を取り巻く人々のあいだで「聖母の出現」として認識さ

れ、ひとつのゆるぎない「事実」へと変化してくことを確認した。さらに、とりわけ近代の

聖母出現とその広がりについて考える際、複製技術をはじめとする社会技術史上の諸発明

にも着目する必要があることを指摘した。これは、本稿では十分な議論を展開できなかった

が、宗教現象における「複製と増殖」というテーマとしてとりあげられるべきものである。

加えて、聖母出現を核とする聖母崇拝の広がりには、「黒い聖母」崇拝の広がりが重要な役

割を果たしたことも、再確認しておきたい。

　さて、聖母によってもたらされたとする奇跡に対する感謝のしるしとして奉納されている

のがエクス・ヴォートである。その奉納習俗は、キリスト教以前の奉納習俗を、キリスト教

がうまく吸収したものといえる。エクス・ヴォートの図像表現から、人々が聖母マリアを直

接的に崇拝していたことが確認できる。また、エクス・ヴォートが奉納された礼拝堂は、一

種のギャラリーの役割を果たし、奉納されたエクス・ヴォートの数が多ければ多いほど、当

該教会の霊験あらたかさをアピールするとともに、巡礼者の増加にも寄与したと考えられ

る。ドイツ・アルトエッティングの事例でもみたように、巡礼地を成立させ、多くの巡礼者

をあつめるのに、エクス・ヴォートだけではなく奇跡譚をあつめた奇跡集が重要な宣伝メ

ディアになった。

　以上のように、民衆的宗教性としての聖母崇拝をもとに、人々の奇跡への渇望は聖母出現

という出来事を生じさせ、そこには「不思議な出来事」を「聖母の出現と奇跡」としてとら

えなおす集合的な認知のプロセスがあった。そして、一度「奇跡」として語られるようにな

ると、奇跡への感謝のしるしとしてのエクス・ヴォートが奉納され、奇跡を宣伝する奇跡集

ととも巡礼地の形成に寄与したといえる。

　本稿では、エクス・ヴォートの奉納習俗を中核とする聖母崇拝の全体像を示すために、時

代別あるいは地域別の聖母崇拝のありかたについて、十分な考察を加えることができなかっ

た。とりわけ、中世から 19 世紀までの聖母出現と奉納習俗と、ルルドやファティマといっ
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た、19 世紀から 20 世紀にかけてのそれは異なる可能性があり、慎重な議論が必要である。
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ご利益や願かけの方法について記した。これを受け、文化13年（1816年）には、同じく歌舞伎狂言作者

の浜松歌国が『神社仏閣願懸重宝記初篇』を著し、大坂におけるご利益や願かけについて伝えている。両

『願懸重宝記』をみると、商売繁盛や開運祈願といったものよりも、様々な病気治癒に関する願かけが圧

倒的に多いことがわかる。また、願かけ内容にあわせた、絵馬の奉納方法などについても記されている。




